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資料 1-3 
 

ワーキンググループの設置について（案） 

 
ケーブルテレビのサービスの一環として制作される自主番組の充実のための方策につい

て検討を行うため、下記のようなワーキンググループを設置することとしたい。 
 
１ 目的 
 ケーブルテレビのサービスの質を高める方策の一つとして、自主番組の充実が考えら

れるが、そのための課題・方策等について検討を行うことを目的する。さらに、構成員

の間でその結果を共有することにより、関係者の意識・能力の向上を図る。 
 
２ 検討項目 
①各地方自治体（ケーブル会社）における自主番組の制作状況 
②自主番組充実のための意義・課題・方策 
（意義：サービスの質を高める 
課題：素材確保、編集、専門スタッフ、予算 
方策：自主番組流通、地域住民からの素材確保、アーカイブ化 等） 

③地方自治体間（ケーブル会社間）で相互に自主番組の流通を行う意義・課題 
④能登地域以外のケーブル会社と相互に自主番組の流通を行う意義・課題 
⑤取り組むべき方策 

 
３ 構成員 
 能登地域の地方自治体情報政策担当者 
 石川県情報政策課（オブザーバー） 
 総務省北陸総合通信局、外部機関（事務局） 
 
※構成員の中から、ワーキンググループの主査・副主査を、それぞれ１名選出 
※検討項目の内容に応じて、適宜、他のメンバーにも参画を依頼 

 
４ スケジュール 
 以下のスケジュールで検討を行い、検討結果を第 3 回検討会（親会。10 月開催予定）

に報告する。 
 また、ワーキンググループの開催に併せて、必要に応じて開催場所のケーブル施設の

見学も実施する（開催場所の選定に当たっては、公設民営、公設公営、民設民営の地方

自治体がそれぞれ少なくとも 1 回は該当するように配慮）。 
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WG スケジュール案 
 日時 検討項目 開催場所 

第 1 回 5 月 23 日 
10:30～ 

－ワーキンググループの今後の進め方について 
－各地方自治体（ケーブル会社）の自主番組の制

作状況 

七尾市 
（ 能 登 島 支

所） 
第 2 回 6 月 5 日 －自主番組充実のための意義・課題・方策 TBD 
第 3 回 7 月 －能登地域内で自主番組の相互流通を行う意義・

課題 
－能登地域以外と自主番組の相互流通を行う意

義・課題 

TBD 

第 4 回 9 月 －取り組むべき方策（親会への報告案の検討） 
（例えば、以下の可能性等について検討） 
・番組の相互流通 
・統一したテーマでの番組制作 
・アーカイブ化 
・Web の活用 等 

TBD 

注：上記会合以外にも、必要に応じて、メイリングリスト等を活用して、連絡をとるもの

とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




